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は
じ
め
に

　

筋
書
と
は
、
芝
居
上
演
時
に
出
版
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
現
在
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
表
現
さ
れ
る
も
の
の
先
駆
け
的
な
も
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
は
、

絵
本
番
付
や
絵
尽
し
と
い
っ
た
絵
に
よ
っ
て
芝
居
の
内
容
を
表
現
し
た
も
の
が
主
流

で
、
筋
書
が
本
格
的
に
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
期
に
入
っ
て
か
ら

で
あ
る
。
筋
書
は
、
芝
居
の
あ
ら
す
じ
を
文
章
で
記
し
た
出
版
物
で
、
明
治
十
二

（
一
八
七
九
）
年
に
出
版
さ
れ
た
「
歌
舞
伎
新
報
」に
、
芝
居
の
あ
ら
す
じ
が
掲
載
さ 

れ
、
こ
の
あ
ら
す
じ
を
独
立
し
た
出
版
物
と
し
て
発
売
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

当
初
は
、
絵
で
芝
居
の
内
容
を
記
し
た
絵
本
番
付
と
は
別
も
の
で
あ
っ
た
が
、
大
正

期
に
、
あ
ら
す
じ
と
絵
本
番
付
の
要
素
が
合
わ
さ
っ
た
形
式
と
な
り
、
観
劇
時
の
情

報
を
補
助
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー（
以
下
、立
命
館
Ａ
Ｒ
Ｃ
）所
蔵
の
大
正
九（
一
九
二
〇
）年
以
降
に
出
版

さ
れ
た
道
頓
堀
中
座
の
筋
書
を
使
用
す
る
。今
回
取
り
扱
う
筋
書
は
、大
正
期
に
な
っ

て
定
着
し
た
出
版
物
で
あ
る
た
め
、
大
正
期
以
降
も
数
多
く
の
演
劇
興
行
を
行
っ
て

い
た
劇
場
を
対
象
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
中
座
は
、
慶
安
五
（
一
六
五
二
）
年
に
開

場
し
て
か
ら
平
成
十
一（
一
九
九
九
）
年
ま
で
、
実
に
三
百
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
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　筋書とは、芝居の上演時に出版され、あらすじや配役、観劇時の注意事項など
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道
頓
堀
五
座
の
中
で
も
、
最
も
長
く
演
劇
興
行
が
行
わ
れ
て
い
た
。
筋
書
の
持
つ
規

則
性
を
検
証
す
る
上
で
、
演
劇
興
行
期
間
が
長
く
、
数
多
く
の
筋
書
が
現
存
し
て
い

る
と
い
う
点
か
ら
中
座
の
筋
書
を
使
用
す
る
。

　

大
阪
に
お
け
る
筋
書
の
変
遷
は
、
明
治
十
一（
一
八
七
八
）年
に
「
芝
居
の
脚
色（
し 

ば
い
の
し
ぐ
み
）」と
題
し
出
版
さ
れ（
１
）、
中
座
興
行
に
関
し
て
は
、
明
治
十
一（
一
八
七 

八
）年
四
月
「
劇
場
の
脚
色
」と
な
る
。
こ
の「
芝
居
の
脚
色
」は
興
行
毎
に
、
必
ず
出

版
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
発
行
日
か
ら
興
行
後
、
不
定
期
に
出
版
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
様
な
筋
書
か
ら
興
行
毎
に
出
版
さ
れ
る
形
式
に
姿
を
変
え
た
の 

が
、
松
竹
合
名
社
が
仕
打
と
し
て
関
わ
り
始
め
た
、
明
治
三
十
九（
一
九
〇
六
）年
以 

降
と
な
る
。
本
稿
で
は
、
中
座
で
筋
書
が
興
行
毎
に
出
版
さ
れ
始
め
た
と
考
え
ら
れ

る
大
正
九（
一
九
二
〇
）年
か
ら
昭
和
初
期
の
筋
書
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

先
行
研（

２
）究（
３
）で
は
、
主
に
興
行
内
容
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
筋
書
自

体
の
具
体
的
な
構
成
に
関
し
て
は
、
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、

筋
書
の
構
成
と
特
徴
を
示
す
。

　
　
　
一
　
筋
書
の
基
本
構
成

　
　
　︵
一
︶　
大
正
九
年
か
ら
大
正
十
二
年

　

中
座
の
筋
書
は
、
大
正
九（
一
九
二
〇
）年
か
ら
大
正
十
二（
一
九
二
三
）
年
の
三

年
間
と
、
そ
れ
以
後
の
期
間
で
筋
書
の
構
成
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
立
命
館
Ａ
Ｒ
Ｃ
所
蔵
の
大
正
九（
一
九
二
〇
）
年
五
月
六
日
初
日
の
筋
書

（arcB
P02-0006-002

）を
例
と
し
て
み
る
と
、
筋
書
の
大
き
さ
は
、
二
二
セ
ン
チ

×
一
五
セ
ン
チ
の
菊
判
で
、
各
頁
は
両
面
印
刷
さ
れ
、
見
返
し
を
含
め
て
三
十
三
頁

で
、
金
属
製
の
針
で
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
見
返
し
に
は
、
座
主
松
竹
合
名
社
に
よ
る

口
上
、
芝
居
茶
屋
一
覧
、
観
劇
料
が
掲
載
さ
れ
、
二
頁
目
に
は「
共
通
観
覧
切
手
発

売
」と
銘
打
っ
て
、
松
竹
傘
下
の
劇
場
に
て
共
通
し
て
利
用
で
き
る
観
劇
切
手
の
広

告
、
三
頁
目
に
は
中
座
案
内
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
四
頁
目
に
は
配
役
表
が
掲
載

さ
れ
、
五
頁
目
か
ら
二
十
頁
目
ま
で
は
、
挿
絵
と
あ
ら
す
じ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

各
演
目
に
つ
き
見
開
き
二
頁
が
割
か
れ
て
お
り
、
右
頁
は
三
段
組
み
で
、
一
段
目
に

配
役
、
二
段
目
以
降
に
あ
ら
す
じ
、
左
頁
は
一
段
目
と
二
段
目
部
分
に
挿
絵
が
入
り
、

三
段
目
に
、
あ
ら
す
じ
の
続
き
が
掲
載
さ
れ
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
二
十
一
頁
目
に

は
音
曲
や
大
道
具
方
、
脚
本
係
等
、
興
行
に
関
わ
る
人
間
が
一
覧
化
さ
れ
て
い
る
。

二
十
二
頁
目
か
ら
は
「
俳
優
楽
屋
話
」
と
称
し
た
役
者
に
よ
る
記
事
が
三
十
一
頁
ま

で
続
き
、
三
十
二
頁
に
は
「
汽
車
時
間
表
」
と
奥
付
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
奥
付
に 

は
、「
編
輯
兼
級
行
人　

東
政
次
郎
」「
印
刷
者　

佐
藤
保
太
郎
」「
印
刷
所　

文
祥
堂

印
刷
所
」と
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
所
在
地
が
東
京
と
な
っ
て
い
る（

４
）。
二
十
三

頁
と
裏
表
紙
裏
に
は
「
ミ
ツ
ワ
家
庭
薬
」「
ミ
ツ
ワ
椿
油
」と
い
っ
た
企
業
広
告
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。多
少
掲
載
順
や
頁
数
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
、大
正
九（
一
九
二
〇
）

年
か
ら
の
三
年
間
は
、
こ
の
構
成
が
崩
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
　︵
二
︶　
大
正
十
三
年
以
降

　

次
に
、
大
正
十
三（
一
九
二
四
）年
以
降
の
筋
書
と
し
て
、
立
命
館
Ａ
Ｒ
Ｃ
所
蔵

の
大
正
十
三（
一
九
二
四
）
年
一
月
二
日
初
日
の
筋
書
（arcB

P02-0006-014

）を
あ 

げ
る
。
大
き
さ
は
、
二
二
・
五
セ
ン
チ
×
一
五
セ
ン
チ
の
菊
判
で
、
袋
綴
じ
に
印
刷

さ
れ
、
見
返
し
を
含
め
て
十
五
頁
で
、
金
属
製
の
針
で
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
以
前
と

比
べ
る
と
、
頁
数
が
明
ら
か
に
減
少
し
て
い
る
。
見
返
し
に
は
、
口
上
、
二
頁
目

か
ら
六
頁
目
ま
で
は
、
あ
ら
す
じ
の
み
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
以
前
は
、
各
演
目
に

つ
き
挿
絵
を
含
め
て
、
必
ず
二
頁
分
確
保
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
演
目
毎

に
あ
ら
す
じ
の
分
量
が
異
な
る
。
七
頁
目
か
ら
十
五
頁
目
に
は
、
演
目
の
一
場
面
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を
描
い
た
挿
絵
と
配
役
が
記
さ
れ
て
お
り
、
絵
本
役
割
の
よ
う
な
仕
様
で
あ
る
。

裏
表
紙
裏
に
は
、
音
曲
や
脚
本
係
等
の
一
覧
の
他
に
、
観
劇
料
が
掲
載
さ
れ
、
奥

付
の
掲
載
は
な
い
。
昭
和
に
突
入
す
る
と
、
劇
場
案
内
図
や
前
売
り
券
に
関
す
る

広
告
等
が
加
わ
る
が
、
大
正
十
三（
一
九
二
四
）年
以
降
は
、
こ
の
構
成
が
基
本
と

な
る
。
奥
付
に
関
し
て
は
、
昭
和
七（
一
九
三
二
）年
一
月
二
日
初
日
の
筋
書（arc 

B
P02-0006-195

）に
「
編
輯
發
行
人　

島
江
銕
也
」「
印
刷
所　

ミ
カ
ド
印
刷
合
資

會
社
」「
発
行
所　

松
竹
宣
傳
部
」
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
所
在
地
は
大
阪
で
あ
る（

５
）。

こ
の
頃
か
ら
、
最
終
頁
も
し
く
は
、
裏
表
紙
裏
の
余
白
に
奥
付
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
以
前
の
筋
書
に
あ
っ
た
「
俳
優
楽
屋
話
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
分
、
頁

数
こ
そ
減
少
し
て
い
る
が
、
印
刷
さ
れ
て
い
る
紙
は
袋
綴
じ
の
た
め
以
前
の
筋
書
よ

り
も
丈
夫
で
あ
る
。
ま
た
、
歌
舞
伎
の
場
合
は
袋
綴
じ
が
採
用
さ
れ
、
新
派
や
喜
劇

と
い
っ
た
歌
舞
伎
以
外
の
興
行
の
場
合
は
両
面
印
刷
が
採
用
さ
れ
て
お
り（

６
）、
紙
質
も
、

歌
舞
伎
と
、
そ
れ
以
外
の
興
行
で
は
若
干
の
違
い
が
あ
る
。

　

こ
の
二
つ
の
期
間
の
筋
書
構
成
の
違
い
は
、
出
版
地
に
よ
る
も
の
で
、
大
正
十
二

（
一
九
二
三
）年
九
月
一
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
が
、
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
大
正
十
二（
一
九
二
三
）年
の
筋
書
で
立
命
館
Ａ
Ｒ
Ｃ
所
蔵

の
も
の
は
、
三
月
五
日（arcB

P02-0006-012

）、
三
月
三
十
一
日（arcB

P02-0006- 
0013

）の
二
点
で
九
月
以
降
の
も
の
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　
　

二
　
筋
書
の
特
徴
︱
一
興
行
に
お
け
る
二
種
類
の
筋
書
︱

　
　︵
一
︶　
表
紙
と
値
段
表

　

立
命
館
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
は
、
同
一
興
行
の
筋
書
が
複
数
冊
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
筋
書
の
中
に
は
、
同
一
興
行
時
の
筋
書
に
も
関
わ
ら
ず
、
表
紙
の
色
が
一
部
変
更

さ
れ
た
も
の
が
存
在
す
る
。

　

図
１
・
図
２（arcB

P02-0006-32

）
と
図
３
・
図
４（arcB

P02-0006-031

）は
、

ど
ち
ら
も
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
五
月
一
日
初
日
の
筋
書
で
あ
る
。
同
一
興
行

で
あ
る
が
、
表
紙
の
「
大
大
阪
記
念
興
行
」
の
文
字
の
色
が
図
１
は
青
色
、
図
３
は

赤
色
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
以
外
に
も
、裏
表
紙
裏
に
掲
載
さ
れ
る
「
値
段
表
」

に
違
い
が
あ
る
。
図
２
に
は
「
初
日
の
値
段
表
」
と
「
二
日
目
よ
り
の
値
段
表
」
の

二
通
り
の
値
段
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
図
４
は
図
２
の
「
二
日
目
よ
り
の
値
段

表
」
と
同
じ
金
額
の
値
段
表
の
み
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
興
行
以
外
に
も
、
二
種

類
の
筋
書
が
多
く
存
在
し
、
い
ず
れ
も
表
紙
の
一
部
分
の
色
と
値
段
表
が
異
な
る
。

　

図
５
・
図
６
（arcB

P02-0006-047

）
と
図
７
・
図
８
（arcB

P02-0006-046

）は
、

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
五
月
四
日
初
日
の
筋
書
で
、
表
紙
の
背
景
の
色
が
異
な

る
。
こ
の
よ
う
に
、
表
紙
の
違
い
に
規
則
性
は
無
い
た
め
、
興
行
毎
に
文
字
の
色
が

異
な
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
背
景
の
色
が
異
な
る
な
ど
様
々
で
あ
る
が
、
同
一
興
行
の

筋
書
で
、
表
紙
の
違
い
に
伴
い
、
値
段
表
も
ほ
ぼ
確
実
に
初
日
料
金
の
有
無
が
異
な

る
。
ま
た
、
新
派
や
喜
劇
の
興
行
時
に
も
、
表
紙
の
色
が
異
な
る
筋
書
が
出
版
さ
れ

て
い
る
が
、
歌
舞
伎
興
行
と
は
異
な
り
、
料
金
表
に
違
い
は
な
い（

７
）。
よ
っ
て
、
初
日

の
料
金
が
安
く
設
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、歌
舞
伎
興
行
時
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
二
種
類
の
筋
書
は
、
い
ず
れ
も
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
以
降
の
筋

書
で
の
み
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
出
版
地
が
大
阪
に
な
っ
て
か
ら
、
二
種
類
の
筋

書
が
誕
生
し
た
と
い
え
る
。

　
　︵
二
︶　﹁
中
座
番
附
印
章
﹂
印
と
切
手

　　

前
述
し
た
表
紙
と
値
段
表
の
違
い
か
ら
、
同
一
興
行
に
お
い
て
、
二
種
類
の
筋
書

が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
こ
の
二
種
類
の
筋
書
の
う
ち
、
二
日
目

以
降
の
値
段
表
の
み
掲
載
さ
れ
て
い
る
筋
書
に
は
、
高
確
率
で
表
紙
ま
た
は
、
裏
表
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図3 中座　大正14年5月興行　表紙
 （arcBP02-0006-031）

図4 中座　大正14年5月興行
 値段表（arcBP02-0006-031）

図1　中座　大正14年5月興行　表紙
　　　（arcBP02-0006-032）

図2 中座　大正14年5月興行
 値段表（arcBP02-0006-032）
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図7　中座　大正15年5月興行　表紙
 （arcBP02-0006-046）

図8 中座　大正15年5月興行
 値段表（arcBP02-0006-046）

図5 中座　大正15年5月興行　表紙
 （arcBP02-0006-047）

図6 中座　大正15年5月興行
 値段表（arcBP02-0006-047）
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上段右 図13 中座　昭和4年3月興行　表紙

上段中央 図14 値段表

上段左 図15 裏表紙

下段 図16 裏表紙の「中座番附印章」印部分
全て（arcBP02-0006-098）

上段右 図9 中座　昭和4年3月興行　表紙

上段中央 図10 値段表

上段左 図11 裏表紙

下段 図12 裏表紙の切手、消印部分
全て（arcBP02-0006-097）
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紙
に
「
中
座
番
附
印
章
」
の
押
印
が
確
認
で
き
る
。
図
９
〜
図
１２（arcB

P02-0006- 
097

）
と
図
１３
〜
図
１６（arcB

P02-0006-098

）は
、
共
に
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年 

三
月
二
日
初
日
の
筋
書
で
あ
る
。
図
９
と
図
１３
を
比
べ
る
と
、
表
紙
の
背
景
色
と 

「
當
る
弥
生
興
行　

東
西
合
同
大
歌
舞
伎
」
の
文
字
の
色
が
異
な
り
、
図
１０
は
「
初

日
の
値
段
」
と
「
二
日
目
よ
り
の
値
段
」
の
両
方
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
図
１４
に
は

図
１０
の
「
二
日
目
よ
り
の
値
段
」
と
同
じ
料
金
の
「
観
劇
料
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

図
１２
と
図
１６
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
裏
表
紙
に
、
押
印
ま
た
は
、
貼
付
物
が
あ
る
部
分
を

拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
１２
は
破
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
黄
緑
色
の
印
刷
で 

「
□
□
郵
便
」
と
読
み
取
れ
、
郵
便
切
手
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
郵
便
切
手

は
形
状
と
色
か
ら
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
七
月
五
日
発
行
の
二
銭
切
手（

８
）と
合
致

す
る
。
よ
っ
て
、図
１２
で
確
認
で
き
る「
船
場
／
□
□
」は
消
印
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、

図
９
〜
図
１２
の
筋
書
は
、
郵
送
さ
れ
た
と
見
ざ
る
を
得
な
い
。
図
１０
の
「
初
日
の
値

段
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
興
行
初
日
以
前
に
郵
送
さ
れ
た
と
見
て
間
違
い

な
い
だ
ろ
う
。
図
１３
〜
図
１６
は
値
段
表
の
「
初
日
の
値
段
」
や
郵
便
切
手
、
消
印
が

確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
二
日
目
以
降
の
興
行
の
た
め
に
出
版
さ
れ
た
筋
書
と
位

置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
筋
書
は
、
高
確
率
で
「
中
座
番
附
印
章
」

が
押
印
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
初
日
興
行
日
を
境
と
し
て
、
二
種
類
の
筋
書
を
出

版
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　

以
上
か
ら
、
初
日
の
値
段
表
が
印
刷
さ
れ
、
尚
且
つ
、
裏
表
紙
に
切
手
が
貼
付
さ

れ
て
い
る
筋
書
は
、
初
日
以
前
に
郵
送
に
よ
っ
て
人
々
の
手
に
渡
っ
て
い
た
可
能
性

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
　
お
わ
り
に

　

中
座
の
筋
書
に
つ
い
て
、
以
下
二
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
　

・
同
一
劇
場
で
あ
っ
て
も
出
版
地
に
よ
っ
て
筋
書
の
構
成
が
異
な
る

　
　

・
同
一
興
行
で
二
種
類
の
筋
書
が
出
版
さ
れ
て
い
た

　

ま
ず
、
中
座
の
筋
書
が
継
続
的
に
出
版
さ
れ
始
め
た
最
初
の
三
年
間
は
、
東
京
の

印
刷
所
に
よ
る
出
版
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
大
阪
の
劇
場
に
も
関
わ
ら
ず
、
東

京
の
印
刷
所
が
出
版
を
請
け
負
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
東
京
と
大
阪
に
お
い
て
同
じ

興
行
を
す
る
際
に
、
版
の
一
部
が
使
い
回
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
大
正
九
（
一 

九
二
〇
）
年
に
は
既
に
松
竹
が
東
京
進
出
を
果
た
し
て
い
る（
９
）こ
と
か
ら
も
、
東
京
を

中
心
と
し
て
効
率
良
く
筋
書
の
出
版
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
点
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
、
今
後
は
、
一
劇
場
に
留
ま
ら
ず
、
地
域
や
劇
場
の
垣
根
を
越

え
た
調
査
が
必
要
と
な
る
。
そ
し
て
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
ま
で
、
出
版
地
や

印
刷
所
の
掲
載
は
な
い
も
の
の
、
筋
書
の
構
成
か
ら
、
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年 

以
降
の
中
座
の
筋
書
は
、
大
阪
で
出
版
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
東
京
で
出
版

さ
れ
て
い
た
筋
書
に
比
べ
、
頁
数
は
減
少
し
、
文
字
と
挿
絵
は
大
き
く
な
り
、
必
要

最
低
限
の
情
報
を
簡
潔
に
ま
と
め
上
げ
た
筋
書
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
歌
舞
伎
と

歌
舞
伎
以
外
の
興
行
で
は
、
意
図
的
に
印
刷
す
る
紙
や
、
綴
じ
方
を
変
更
し
て
い
る

点
は
非
常
に
興
味
深
い
。

　

次
に
、
同
一
興
行
の
筋
書
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
二
種
類
の
筋
書
が
出
版
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
歌
舞
伎
興
行
に
お
い
て
は
、
観
劇
料
が
初
日
は
安

価
に
設
定
さ
れ
た
筋
書
と
、
通
常
料
金
の
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
表
紙
の
一
部
分

の
配
色
が
異
な
る
仕
様
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
派
等
の
歌
舞
伎
以
外
の
筋
書
は
、

観
劇
料
は
同
じ
だ
が
、
表
紙
の
仕
様
が
異
な
る
も
の
が
存
在
す
る
た
め
、
表
紙
の
仕

様
の
違
い
は
、
観
劇
料
の
金
額
で
は
な
く
、
い
つ
観
客
の
手
に
渡
る
か
と
い
う
点
で
、

違
い
が
表
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
そ
し
て
、
歌
舞
伎
興
行
に
関
し

て
は
、
郵
便
切
手
が
貼
ら
れ
た
筋
書
が
数
多
く
確
認
で
き
、
こ
れ
ら
は
、
初
日
観
劇

料
の
掲
載
が
あ
る
た
め
、
興
行
初
日
前
に
は
、
観
客
の
手
元
に
渡
っ
て
い
た
に
違
い

な
い
。
そ
れ
ま
で
、
芝
居
の
情
報
を
伝
え
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
た
役
割
番
付
に
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代
わ
り
、
演
目
、
配
役
、
あ
ら
す
じ
等
、
芝
居
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
一
冊
に

集
約
さ
れ
た
筋
書
が
普
及
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宣
伝
を
兼
ね
て
配
ら
れ
て
い
た
役

割
番
付
同
様
、
筋
書
も
事
前
に
観
客
の
手
元
に
手
渡
し
や
郵
送
で
届
け
ら
れ
た
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
筋
書
が
読
み
物
と
し
て
充
実
し
た
こ
と
か
ら
、
劇
場
側
の
新
た
な

収
入
源
と
な
り
、
劇
場
運
営
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、従
来
の
研
究
で
は
触
れ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
筋
書
の
構
成
と
、

同
一
興
行
の
比
較
を
中
座
の
筋
書
に
限
定
し
て
試
み
た
。
期
間
と
し
て
は
、
大
正
九

（
一
九
二
〇
）
年
か
ら
昭
和
初
期
と
、
中
座
が
劇
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
期
間
か

ら
み
る
と
、
非
常
に
短
い
期
間
で
あ
っ
た
が
、
筋
書
の
構
成
と
特
徴
の
一
端
を
示
す

こ
と
が
で
き
た
。

﹇
付
記
﹈

　

筋
書
の
調
査
に
あ
た
り
赤
間
亮
先
生
を
は
じ
め
、
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

関
係
者
の
皆
様
か
ら
の
多
大
な
ご
支
援
に
対
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
注
釈
〕

（
１
） 

赤
間
亮「
歌
舞
伎
の
「
筋
書
本
」に
関
す
る
覚
書
―
次
世
代
の
歌
舞
伎
の
た
め
に
―
」（『
文
化

の
変
容
と
再
生
』法
律
文
化
社
、
一
九
九
六
）

（
２
） （
１
）
に
同
じ
。

（
３
） 

近
藤
瑞
男「
二
種
の
歌
舞
伎
プ
ロ
グ
ラ
ム
―
日
生
劇
場
と
帝
国
劇
場
―
」（『
総
合
文
化
研
究

所
紀
要
』第
１６
号
、
二
〇
一
〇
）

（
４
） 

各
所
在
、「
編
輯
兼
級
行
人　

東
政
次
郎　

東
京
市
日
本
橋
區
橋
町
四
丁
目
十
五
番
地
」「
印

刷
者　

佐
藤
保
太
郎　

東
京
市
京
橋
區
新
榮
町
一
丁
目
廿
一
番
地
」「
印
刷
所　

文
祥
堂
印

刷
所　

東
京
市
京
橋
區
新
榮
町
一
丁
目
廿
一
番
地
」

（
５
） 

各
所
在
、「
編
輯
發
行
人　

島
江
銕
也　

大
阪
市
南
區
久
左
衛
門
町
八　

松
竹
興
行
株
式
會

社
大
阪
支
店
内
」「
印
刷
所　

ミ
カ
ド
印
刷
合
資
會
社　

大
阪
市
東
區
和
泉
町
一
丁
目
一
二
」

「
發
行
所　

松
竹
宣
傳
部　

大
阪
市
南
區
久
左
衛
門
町
八　

松
竹
興
行
株
式
會
社
大
阪
支
店

内
」

（
６
）
昭
和
四（
一
九
二
九
）
年
六
月
興
行（arcB

P02-0006-106

）、
昭
和
六（
一
九
三
一
）
年
三
月

興
行（arcB

P02-0006-158, arcB
P02-0006-159

）
他

（
７
） 

昭
和
四（
一
九
二
九
）
年
二
月
興
行（arcB

P02-0006-113, arcB
P02-0006-114

）

（
８
） 『
原
色
日
本
郵
便
切
手
図
鑑
』（
逓
信
博
物
館
、
一
九
六
五
）

（
９
） 

明
治
四
十
三（
一
九
一
〇
）
年
に
新
富
座
買
収
に
伴
い
東
京
進
出
。
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